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　２００４年に３度目の報告書である「成長の限界（the 30-year update）」が出版された（D. Meadows 
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Appendix
均衡点の局所安定性
１．再生可能資源貿易なしの場合
　本論文で提示して２地域経済成長モデルは以下のように定式化される。
　（Ａ１）　　　≡（）　　　　≡（）　
　　　　　　
　　　　　　≡（）　≡（）

そして、本モデルに対するヤコビ行列式は以下のようになる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
　（Ａ２）＝
　
　

ここで、均衡点においては、同学方程式の南北での対称性と、中立的技術成長の仮定により、次の
式が成り立つ。
　（Ａ３）　　　＝　　　　　　　＝　　　　＝　　　　　　
（Ａ３）の式を使い、（Ａ２）のヤコビ行列式を計算すると、以下の式を得る。
　（Ａ４）　＝　　　　・　　　－・　＞
また、発散については、次式を得る。
　（Ａ５）　＝２＋α（∂∂）
以上から、資源貿易なしの場合は、ヤコビ行列式は常に正の値をとることが分かる。すると、均衡
が安定であるためには、発散の値が負であればよい。すなわち、均衡が安定となるための条件とし
て、次式を得る。
新潟産業大学経済学部紀要　第３３号 ３７
∂gN
∂KN
∂gN
∂KS
∂gN
∂RN
∂gS　　∂KN
∂gS　　∂KS
∂gS　　∂RS
∂hN　　∂KN
∂hN　　∂RN
∂hS　　∂KS
∂hS　　∂RS
∂gN　　∂KS
∂gN
∂KN
∂gN　　∂RN
∂gS　　∂KS
∂gS　　∂KN
∂gS　　∂RS
∂hN
∂KN
∂hS　　∂KS
∂gN　　∂KN
∂gN　　∂RN
∂hN
∂RN
∂hN　　∂KN






２





∂gN　　∂KN
K
・
N
KN
K
・
S
KS
R
・
N
RN
R
・
S　　RS
　　（Ａ６）　　　＜－α
資本蓄積が利潤率に与える効果として、規模の経済性とか価格低下の効果があった。この内の価格
効果が高ければ∂∂となった。ゆえに、工業財価格の弾力性が高いほど均衡の安定性が増
すことが分かる。
２．輸送費ゼロで資源貿易が可能な場合
　本論文で提示して２地域経済成長モデルは以下のように定式化される。
　（Ａ７）　　　≡（）　　　　　≡（）

　　　≡（）　　　（≡＋）
そして、貿易無しの場合と同様にヤコビ行列式と発散を計算すると、安定のための条件として、次
式を得る。
　（Ａ８）－・　　　・　　　＞α　－　　－　　（＞）

　　　　　・　　　＋α＜　　　　　　　　　　　　　（＜）
ここで、発散が負となるための条件は、貿易無しの場合とほぼ同じで、工業財の価格弾力性の大き
さに依存する。しかし、均衡が安定となるための条件として、新たに、ヤコビ行列式が正となると
いう条件が必要になる。
　安定均衡となるためには、資本蓄積が、直接、礦業利潤に与える影響よりも、資本蓄積が資源賦
存量に与える影響と、資源賦存量の変化が工業利潤に与える影響のほうが相対的に大きくなる必要
がある。これが成り立たないと、均衡点は鞍点となる。
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